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３学期のスタートは、今年も元気な挨拶から始まりました。
休み明けでしたので、インフルエンザ感染予防のため、
始業式はリモートで行いましたが、
各教室からは、子どもたちの「おはようございます！」「おめでとうございます！」の元気な声が、
校舎全体に広がりました。

さて、今年度御館山小学校では
『笑顔あふれるみたちやま』（私の大好きな御館山小学校）に向けて
『何ができる？』『どう動く』を、１年間のテーマとして様々な教育活動に取り組んでいますが、
その締めくくりの３学期は、

●１年間の成長を実感する３学期
●「次年度の０学期」としての３学期

を学期テーマとして、この１年間の総まとめに取り組んでまいります。
これだけでは分かりにくいので。少し詳しく説明しますね。

まず、「徹底」「定着」「実感」の３学期についてです。
子どもたちの２学期を振り返ってみると、
各学年共、特に「行事」や「対外的な場」での頑張りが素晴らしかったです。
「特別な場」では、しっかりと頑張れることが見て取れました。
３学期は、この頑張りを、日常でもしっかりと発揮出来るように、「徹底」し、「定着」させ、
そして子どもたち自身が「頑張った！」「出来た！」と「実感」できる３学期を目指しています。
そのためには、あまり新しい事を求めすぎず、
「これまで頑張ってきたこと」に目を向け、
子どもたちにもこれまでの頑張りを再度意識させて、取り組ませたいと考えています。
もちろん「これまでの頑張ってきたことが何なのか？」は学年によって様々ですので、
３学期に「徹底」「定着」「実感」させたい頑張りについては、
各学年で話合い「学年共通の目標」を定めて取り組んでいます。
その目標は、この学校便りでもお伝えしたいと思いますし、
学年によっては、３学期の学年目標が学年掲示板等に貼り出されていますので、
ご来校の際に是非ご覧いただければと思います。

次は、「次年度の０学期」としての３学期についてです。
これは、学習・生活の両面において、「進級した次の学年」を意識し、
学習・生活両面において、「当たり前に出来ること」をレベルアップさせよう！･･･という目標です。
例えば、子どもたちが４月の始業式に向けて、以下のような未来の自分をイメージし、

６年生･･･”中学生として「新たな挑戦」「自立」「自律」ができる自分”を意識したレベルアップ。
５年生･･･”御小を引っ張る「学校リーダー」の一員である自分”を意識したレベルアップ。
４年生･･･”６年生と共に学校をリードする高学年である自分”を意識したレベルアップ。
３年生･･･”ルールを守り、元気一杯な姿で中学年以下の手本となる自分”を意識したレベルアップ。
２年生･･･”先生や上級生に頼らず自主的に動ける中学年としての自分”を意識したレベルアップ。
１年生･･･”新入生の頼れる先輩としての自分”を意識したレベルアップ。

「その時自分はこうありたい」「こんなことは当たり前に出来ていたい」という目標をもったり、
「個人」「学級」「学年」で、「進級した学年の当たり前って何だろう？」について考えたりして、
そこに近づくための努力をする３学期であってほしいと思っています。

３学期の始業式では、以上の目標を念頭に置きながら、
子どもたちに『画竜点睛』の話をしました。
ご存じの通り、画竜点睛とは、「竜の目に瞳を描き入れること」で、
竜を描いた最後に瞳を描き入れ『大切な仕上げをすること』という意味で使われます。

そして、この『画竜点睛』の言葉のように、これまでの頑張りの総仕上げをして、
令和７年度が終わったときに、
「よく頑張った１年だった！」「自分は、この１年でこんなに成長した！」
と、実感でき１年にしましょう！と呼びかけました。
今日から数えて、６年生は卒業式まで６１日、１～５年生は修了式まで６８日と､非常に短いですが、
『画竜点睛』の言葉のように、
「これまでの頑張りの最後の仕上げをして、よく頑張った１年だった！」と、
子どもたち一人一人が実感できる･･･、そんな３学期を目指していきます！

❏令和7年度スローガン
笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ／助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で

【ひとり言】

写真のしめ縄は、
昨年１１月１６日（日）に
行われた永昌町

『三世代交流会』の時に
地域の皆様に

作っていただいたもので、
年末年始には、
いつも正面玄関に

飾らせていただいています。
このしめ縄は、
今年だけでなく
毎年いただいている
地域の皆様の

子どもたちへの想いが
詰まった素敵な贈り物です。

なお、写真のように
３学期開始後は、
職員室前の廊下に
掲示していますので、
ご来校の際は
是非ご覧ください。

永昌町の皆様、
あらためまして

ありがとうございます。


